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令和6年度

しまねソフト研究開発センター事業説明

• 2024年３月18日

• しまねソフト研究開発センター
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しまねソフト研究開発センター事業の経緯

オープンイノベーショ
ンの加速、新商品・
サービス創出支援を行
うため、先駆的研究
テーマとして、機械学
習、ｍruby/cを掲げ、
技術支援、人材育成に
取り組む。

新たなサービス創出に
向けて、技術支援に加
えて、“島根らしい課
題”に着目。R1年度か
ら IT 企 業 × 異 業 種
「ITOC X-Techラボ」
を実施。事業化支援を
強化。

新事業創出や県内企業
のデジタル化支援に加
えて、拡大するDX市場
に県内IT企業がチャレ
ジしていくため、開発
手法、先端技術、アー
キテクトの面からITOC
がサポート。

H27年度～ R1年度～ R3年度～

新型コロナウイルスの影響もあり、
県内既存産業に向けたDX推進、
県内IT企業のDX対応への支援強化

IT分野での技術発展と
オープンイノベーションの
加速による新事業創出支援

ITOC

ミッション

新型コロナの影響で地
域産業は苦境。この現
状をデジタル化で打開
するため、新たに中小
企業のデジタル化支援
として、「しまねデジ
タルイノベーション推
進事業」をスタート。

R4年度～

ITを活用した技術発展
とオープンイノベー
ション加速のため、IT
企業とユーザ企業の共
創による新たなサービ
ス創出・DX実現のため
のモデル支援をスター
トする。

R6年度～

県内IT企業と県内ユーザ企業
との共創によるビジネスモデ
ル変革へチャレンジを支援
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■新事業創出モデル支援
・IT企業と非IT企業のプロジェクトを
専門家による伴走支援

・データ活用実証事業

■IoT
・IoT専門研究員による技術支援
・IoT向けプログラミング言語開発

■人材育成講座
・事業創出にフォーカスした実践的講座

事業創出支援 先端技術支援

企業の人材育成支援

■新事業創出アドバイス支援
・情報産業アドバイザーによる支援

■XR・ドローン利活用支援
・先端機器アドバイザーによる相談対応

・VR/MR/スマートグラス等体験会の実施

しまねソフト研究開発センター事業紹介

デジタル・DX支援

■しまね地域ＤＸ拠点
・DX推進コーディネータによる支援

・DX計画の策定伴走支援

■新事業創出助成金
・IT活用事業化助成金
・開発ソフト販路拡大支援助成金

■しまねＤＸ推進事業
・IT経営相談会
・Webﾏｰｹﾝﾃｨﾝｸﾞ相談会
・専門家派遣事業

■専門研究員
・機械学習やデータ活用に関する支援
・モデル創出支援を技術面でサポート

■X-Tech（IT×異業種）
・IT企業と様々な業種の企業をマッチング

事業創出支援
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1.新事業創出モデル支援

県内IT企業と県内ユーザ企業の共創によるビジネスモデル創出
（県内IT企業(及びユーザ企業)が自らビジネスモデル変革とその取組みへの投資を促す）

①県内IT企業・県内ユーザ企業へのヒアリング
(新規事業創出のモチベーションが必須）

↓
②両者によるプロジェクトを立ち上げ、ITと
ビジネスに精通する専門家による伴走支援
（※支援企業は公募予定）

↓
③専門家のコンサルティングを通して、課題の
整理、潜在的事業アイデアブラッシュアップ

↓
④県内IT企業又は県内ユーザ企業の新規事業
をモデルケースとして作り出す

事業スキーム

モデル事業実施→助成金を新設予定

事業イメージ図
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ITを活用した新たなサービス・製品を創出する際の経費の一部を助成

2.IT活用事業化支援助成事業

アイデア

サービス・
製品創出

リサーチ助成

プロトタイプ
検証助成

サービス・製品
開発助成

アイデアの市場性を検討
するため、市場リサーチや
顧客になり得る対象への
インタビュ等実施

新たなサービス・製品のプ
ロトタイプを利用してもら
い、検証結果をもとに、事
業アイデアの改良・軌道
修正を実施

新サービス・製品を本格
的に市場に投入していくた
めの開発を実施

第１段階

第２段階

第３段階

１．各段階に応じて最高３００万円を助成（助成率：対象経費の１／２）

２．助成対象経費：人件費、旅費、調査外部委託費、機器購入費等
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１．助成対象となる事業

中期的な販売計画に基づき、開発ソフトウェアの販路拡大を目的として実施する、県外で開催される展示会

等への出展・これと連携して行う県外での営業活動旅費、Webマーケティングに関する費用などを助成。

２．助成率
助成対象経費の1/2以内

３．助成限度額
150万円

４．助成期間
交付決定日から1年以内

５．助成対象経費
展示会等会場借料、Webマーケティングに係る経費、旅費等

県内企業が自社で開発したソフトウェア製品等の販路を拡大する
ため、県外市場での新規顧客開拓等を目指す取り組みを支援

3.開発ソフトウェア･サービス販路拡大支援助成金
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既存企業とIT企業を結びつけ、新たな事業創出を目指す

4.「ITOC X-Techラボ」 IT企業による異業種訪問

R5年度協力フィールド：
(一財)地域・教育魅力化プラットフォーム

企業紹介：島根発の、高校魅力化による地域創生プロ
ジェクトである地域みらい留学を全国に展開

テーマ：地域創生×IT

当日の様子
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様々な最先端テクノロジーのツール類を、

実際に手にとって実験できる形でITOCに用意します。

これらをITOCとともに活用いただくことで、

皆さまが描いているアイデアが「現場とどうつながるのか」

「どう活用し得るのか」を確認して、

新たなビジネスにつなげていただくことを目指します。

「ITOCminiLab」と称して、XR(VR/AR/MR)技術やドローン等の機器を整備し、島根
県内の事業者と共同で利活用することで、新製品・サービス創出を支援。
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6.mruby/cを核としたIoT分野支援

ITOCと九州工業大学が共同で研究開発を行っている小型IoTデバイス向けプログラミング言語
「mruby/c」を2016年より開発。mruby/cを核として、組込み/IoT製品・サービス創出を支援。

2016.6 2017.1 2018.2 2018.11 2019.6 2020.4 2023.5 リリース

beta 1.0 1.1 1.2 2.0 2.1
3.2

バージョン

リリース

mruby/c
3.x バージョン

mruby/c 2.0と比較して

・プログラムの実行速度を1.5～1.8倍の高速化を実現
・メモリ使用量を約6割低減し、大幅な省メモリ化の実現
・Ruby3.0系およびmruby3.1に準拠した内部変更（クラス統合他）

・キーワード引数を機能実現

３.1

2022.6

１．mruby/cの開発と製品実装に向けた技術支援
２．組込み/IoT製品・サービスに関する課題解決に向けた相談対応

mruby/cの開発段階
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7.人材育成支援
事業創出にフォーカスし、生成AI、クラウド等の最新テクノロジー等に
関する講座やセミナーをはじめ実践的な人材育成講座を開催。

参考：令和5年度開催講座（例）
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8.しまねＤＸ推進事業

 労働人口の減少や市場ニーズの変化、さらには新型コロナウイルスの影響など経営環境は大きく変化。
 環境変化に適応するため、組織･仕組み･サービスをデジタルへシフトし、差別化･競争優位の確立が必要。
 しまねＤＸ推進事業では、県内企業のデジタル・ＤＸ化のステージに合った支援を実施。

デジタルトランス
フォーメーションデジタライゼーションデジタイゼーション

☑アナログ業務をデジタル化
☑業務効率化やコスト削減

☑ビジネスプロセスの変革
☑新たな利益や価値の創出

☑ビジネスモデルの変革
☑競争優位の確立

IT経営相談会 専門家派遣事業

しまねＤＸ推進事業

Webマーケティング相談会

Webマーケティングに関する専門家
が、毎月２回、県内企業のWebを活
用した自社商品・サービスの認知拡
大や販売促進に関するお困りごとな
どに対する相談会を実施。

IT導入の専門資格を有するITコー
ディネータが、毎月2回、県内企業
のITに関する困りごとや、ITツール
の選定などのデジタル化に向けた相
談会を実施。

県内企業のデジタル化のモデルとな
る取り組みについて、デジタル導入
の専門家を派遣し、その企業の戦略
的なデジタル導入に向けたアドバイ
スを行います。
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１．助成対象となる事業

デジタル導入計画策定、導入、運用・定着のスキームにおいて、しまねデジタルイノベーション推進専門家

派遣事業を活用した専門家派遣後に、引き続き民間の専門家を活用して計画策定、導入、運用(保守は除く)・

定着レベルを引き上げる事業であって、かつ対象事業者の自走に向けた活動に資する事業

２．助成率
助成対象経費の1/2以内

３．助成限度額
30万円

４．助成期間
交付決定日から1年以内

５．助成対象経費
専門家に支払われる謝金、専門家に支払われる旅費

しまねデジタルイノベーション推進専門家派遣事業の活用後に、引き続き
専門家の指導・助言を受ける場合に要する経費の一部を助成

9.しまねデジタルイノベーション伴走支援助成金
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10．しまね地域ＤＸ拠点事業

令和4年度に経済産業省の事業採択
地域ぐるみで地域企業のDX実現を支援するため、地域の産学金官
が参画する支援コミュニティを立ち上げ。

令和６年度しまね地域DX拠点の実施内容
当コミュニティの活動を継続して下記事業を実施予定

①先駆的モデル事例創出 10モデル
・ＤＸ計画策定を拠点構成員で伴走支援

②チャレンジ企業支援 20企業
・デジタルの試験導入を行い、デジタル化の検討を
サポート

※県内企業に対して支援を行う拠点構成員を、
新たに島根県情報産業協会会員企業を対象に、公募をする予定。

島根県内の産学金官が連携した構成員体制「しまね地域DX拠点」を設置し、
DX推進に向けた課題分析・戦略策定の伴走型支援を実施。


